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新年祝祷会
★除夜の鐘とともに新年祝祷会の法要を行います

★３０分ほどの法要です 新年をお祝いいたしましょう
★近くて一番早い初詣 琉游舎の新年祝祷会です

★新年お越しいただいた方に琉游舎の御守護を差し上げます

元旦午前零時より琉游舎にて

・12月から1月のカレンダー
をお届けします

・来年の読書会は9日から
始めます

・映画会は11日から毎週
木曜日開催を予定
しています

・映画会のラインナップ
は次号でおしらせします

写経会を計画しています

★文字の巧拙は関係ありません。写経の「行い」は心穏やかに文字と対話すること。
★書道の時間が苦手なお子さんから、最近キーボード以外では文字を表現したことがないお母さんお
父さん、未だに手紙は毛筆でしたためているという達筆の方まで、どなたでも気楽にご参加ください。
★書道道具などの用意に不安のある方はお問い合わせください。小筆1本、筆ペンだけでも写経会が
できるよう考えています。
★土曜日か日曜日の午後を予定していますが、もし希望の日時がありましたら遠慮なくお知らせくだ
さい。できる限り皆さんのご希望に添える日時で開催したいと思います。
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狂言綺語・・・雨から雨の言葉へ

琉游舎：戸井 出琉・恭子

お問い合わせ先：0287-53-7848 08033508152

矢板市大槻2319－17コリーナ矢板Ｃ－８５０

初しぐれ猿も小蓑をほしげなり…芭蕉
すでに初時雨の時期は過ぎてしまい、今は「氷雨」「寒雨」「冬雨」「凍雨」の時節となりました。

冬の日の雨は、蓑ならぬダウンを着込んで出かけるのもいいのですが、ただひたすらアナグマのように
家に籠るのも悪くはありません。コリーナの山に住む狸も狐ももう冬ごもりをしているはずですね。
時雨は冬の初めに降ったと思ったら晴れ、また降り出し、また晴れるというように短い間に目まぐる

しく変わる通り雨のこと。詩人の高橋順子はエッセイ集「雨の名前」（小学館）で422語の雨の言葉を
あげていますが、そのうち時雨だけでも「朝時雨」「磯時雨」「片時雨」「北時雨」「山茶花時雨」
「小夜時雨」「雪時雨」など全部で20語があげられているのです。この晩秋から初冬の短いあいだに降
る通り雨は、季節の移ろいを、強く私たちに印象づけてきたからなのでしょう。
紅葉した木々はこの時雨のたびにその葉を1枚1枚散らされて、冬の準備を整えていきます。そして春

から夏を過ぎ晩秋まで色彩を変化させてきた自然は、だんだんに色を消していくのです。古人は自然が
色を消していく時の移ろいのなかに、滅びゆくものの美、無常のはかなさを観てきました。特に晩秋か
ら冬にかけては、春の再生に向けていったん生命を終える過程を、自然はそこかしこで見せてくれます。
この四季のいのちの巡りの中に、風景の一員であるひとは、また”常なきもの“の一員であることを強く
意識せざるを得なかったのでしょう。そしてひとは無常の存在であることを受け入れ、この無常の風景
と一体になって観たものを、詩歌や物語や歌謡に表してきたのです。
冬のコリーナでは、低気圧が近づくと明日は雨になるか雪になるかとやきもきします。この冬、コ

リーナにはどんな雪が降るでしょうか？新沼謙治の唄で確か、”粉雪、粒雪、綿雪、ざらめ雪、みず雪、
かた雪、氷雪、津軽には七つの雪が降る“という唄があったと思います。コリーナにも12月から4月初め
にかけていくつもの雪が降ります。今期の初雪は12月14日。池の氷の上に早朝うっすらと雪が積もって
いました。12月14日のこの雪を私は「たかはらふっかけ雪」と名づけました。
雨といい雪といい人はなぜこんなにも自分の観たものに言葉を与えたがるのでしょうか？雲や風や水

や月や花など風景にかかわる言葉は、この国の中にあふれんばかりです。その豊饒な言葉の数々はその
言葉を記し発する人たちの心の豊饒さの証しではないでしょうか。自然を対象化し乗り越えるべきもの
として対峙してきた西洋の文化に対し、私たちの文化は自然のなかのひとりとして自然に生かされてい
ることに感謝し畏怖してきた文化なのです。だから雨や雪などの自然は単なる雨や雪ではなく、その人
がその中で観た心の風景が「雨」や「雪」として立ち現れてきたものなのです。本来言葉は伝達手段で
あったはずですから、雨は雨と言えば済むのであり、それが一番確実に伝わる方法なのです。なのに、
自分が観た「雨」を自分の観たままの「雨」の言葉にせずにはいられなかったこと、それが古来より日
本人の中にある言葉を記すことの「行い」だったように思われます。それはその雨を観てその雨の風景
とひとつになり、風景とともに刻々と変わりゆき、一つとして同じものがない「行い」です。自分の観
たその「雨」を言葉に記すことは、自分だけの、その風景との一度限りの対話だと思います。だから
「雨」の言葉もその人が観た「雨」の数だけあるのです。
言葉は「観る」ことからしか生まれないのではないでしょうか。自分の観たそのことを自分のものと

して感得し、言葉にし、さらに詩歌や物語や歌謡へと表してきたことが、日本人の言葉の歴史だと思い
ます。それは誰かに読ませたいとか、誰かに共感してほしいということではなく、風景と対話し風景と
一体化するための「行い」だったのでしょう。「言葉」は実は人同士のコミュニケーション手段ではな
く、自分のいのちのありかを観るための方法だったのです。もし聞いてもらう対象があるとすればそれ
は「かみ」や「ほとけ」や「たま」と呼ばれるものだったのではないでしょうか。つまりそれは自分の
力の及ばない他の何者かと感応道交し一体となるための「行い」。だから「言葉」は「行い」そのもの
であり「言葉」は「行い」からでしか生まれないものなのです。
雨や雪は日常の中にあります。その日常が「雨」や「雪」の「言葉」となり「行い」となるとすると

私たちの生活である「日常」は風景という「無常」の積み重ねの上にあるということになります。
私たちの一見代わり映えしないように見える毎日も、その毎日がかけがえのない無常の流れの積み重ね
にあると考えれば、毎日の生活をあだやおろそかには決してできません。
観たままをありのままに「言葉」にする「行い」は、この「狂言綺語」の
原点です。日常の観たことを「分かったことは分かったままに」
「分からないことは分からないままに」また書き続けます。
それではまた次号でお会いしましょう。（出琉）
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